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智
雲︵
生
没
年
不
詳
︶
は、
唐
代
に
活
動
し
た
中
国
天
台
宗
の
僧
侶
で
あ
り、
第
六
祖
湛
然︵
七
一
一
～
七
八
二
︶
の
弟
子
で
あ
る。
智
雲
撰﹃
妙
経
文
句
私
志
記
﹄
の
成
立
年
代
は
不
明
で
あ
る
が、
智
雲
が
大
暦︵
七
六
六
～
七七九︶年間に生存していたことと
︵
１
︶、七七七年頃に成立した湛然撰
﹃
法
華
文
句
記
﹄
や、
湛
然
門
下
の
道
暹
撰﹃
法
華
天
台
文
句
輔
正
記
﹄
と
智
度撰﹃天台法華疏義讃﹄をも参照していることから、八〇〇年前後の
成
立
と
考
え
ら
れ
る。
智
雲
は﹃
法
華
経
﹄
の﹁
方
便
﹂
に
つ
い
て、
﹃
妙
経
文
句
私
志
記
﹄
巻
一
〇
に、
﹁
然
此
二
字、
有
二二
不
思
議
一。
一
者
全
実
全
権、
二
義
一
体。
二
者
通・
別。
通
論
互
通
二修
性
一。
別
論
一
性
一
修︵２
︶。﹂
と
記
述
す
る。
こ
の﹁
二
不
思
議
﹂
の
中
で、
﹁
一
者
全
実
全
権、
二
義
一
体。
﹂
と
い
う
権
実
論
は、
天
台
教
学
の
基
本
的
な
立
場
に
立
脚
す
る
主
張
で
あ
り、
既
に
別
稿︵３
︶で
検
討
し
た
。
そ
の
要
点
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
議
論
の
前
提
に
な
る
の
は、
﹃
法
華
経
﹄
の
聴
衆
が
実
質
的
に
仏
智
を
備
え
た
機
根
と
い
う
点
で
あ
る。
そ
し
て、
﹃
法
華
経
﹄
の
方
便
は
秘
妙
方
便・
自
行方便と呼ばれ、権巧方便︵衆生を真理へと導く手段︶であると同時
に、
﹃
法
華
経
﹄
の
聴
衆
に
対
し
て
開
権
顕
実
す
る︵
真
理
を
開
示
す
る
︶
ことを意味する。開権顕実は、法に関する迹門と、人についての本門に区分されるのであるが、ここでは本稿に必要な迹門についてのみ確認する。迹門の開権顕実は 第一に、仏が智慧︵権実二智︶に基づいて、諸法︵権実二法︶の本来的な性質が中道体用・三諦円妙で
あ
る
と
体
得
し
て
い
る
こ
と
と、
第
二
に、
﹃
法
華
経
﹄
の
聴
衆
に
そ
れ
を
体得させることを意味する。そして、中道体用・三諦円妙は、権実二法の四句分別︵権・実・亦権亦 ・非 非 ︶が相即した状態であり、衆生の仏性と同一視され この場合 仏智︵権 二智︶と諸
法︵
権
実
二
法
︶
に
お
け
る、
権
実
の
二
義
は
そ
れ
ぞ
れ
一
体︵
権
即
実
︶
である。　
如
上
の
権
実
論
は、
智
雲
の
師
匠
で
あ
る
湛
然
に
も
概
ね
確
認
で
き
る
が、
???????????????????
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八二
次
の﹁
二
者
通・
別。
通
論
互
通
二修
性
一。
別
論
一
性
一
修。
﹂
と
い
う
修
性
論は、智雲の独自な主張である。本稿の目的は、智雲の方便と修性論が如何なる内容の教説かという点と、なぜ智雲がそれを問題にするのかを解明す ことにある。尚、修性論とは、修徳と性徳のことであ 。前者は、後天的な修行の功徳 り、後者は、衆生が先天的
に
有
す
る
功
徳
、
す
な
わ
ち
中
道
体
用
・
三
諦
円
妙
・
仏
性
な
ど
を
意
味
す
る
。
　
この問題を考察するについて、智雲の方便と修性論が持つ思想史
的な背景を明確にするために 浄影寺慧遠撰﹃大乗義章﹄の四種方便を論じることから始めたい。というのは、智雲 ように方便 修行を関連づけて議論するのは、中国仏教では一般的な見解 考えられるからである。それ 確認してから、天台教学における方便 修性論、智雲の教説という次第で検討して く。
?
?
?????????????????
　﹃
大
乗
義
章
﹄
の
四
種
方
便
と
は、
①
進
趣
方
便
②
施
造
方
便
③
権
巧
方
便
④集成方便である。四種方便については先行研究
︵
４
︶があるので、ここ
では智雲の と修性論を分析す ために必要 ①②③の議論に焦点を絞り、そ 内容を概観したい。　
①
進
趣
方
便
に
つ
い
て、
﹃
大
乗
義
章
﹄
巻
一
九
に
は、
﹁
如
三見
道
前
七
方
便
等、
進
二
趣
向・
果
一、
与
レ
果
為
レ
由
故
曰
二
方
便
一。
此
一
方
便、
与
レ
果
相対、不
レ対
二実
智︵５
︶一。﹂とある。凡位の七方便︵五停心
・
別相念処
・
総相念処、
法・頂法・忍法・世第一法︶は、聖位の四向四果︵須
陀
・斯陀含・阿那含・阿羅漢における向と果︶に対する由縁であ
る。そして、進趣方便は果と相対する概念であり、真実智に相対するのではないとする。つまり、進趣方便は行位における因果の観点から、因の段階を果に するための方便とするの る。　
②
施
造
方
便
は﹃
大
乗
義
章
﹄
巻
一
九
に、
﹁
如
二
十
波
羅
蜜
中
方
便
波
羅
蜜
一、
於
二所
レ修
行
一、
善
巧
為
レ之
故
曰
二方
便
一。
⋮⋮
此
一
方
便、
与
二無
方
便
愚
拙
一
相
対、
不
レ
対
二
実
智︵６
︶一。﹂
と
あ
り、
十
波
羅
蜜
中
の
方
便
波
羅
蜜
の
如
く、
菩
薩
が
善
巧
に
修
す
る
所
の
行
を
為
す
こ
と
を
意
味
す
る。
ま
た、無方便の愚拙に相対す 概念である いう 要するに、施造方便は行の巧・拙という観点 菩薩が善巧に自行と化他行を施
おこな
い
造な
すことを意味するのである
︵
７
︶。
　
③
権
巧
方
便
は﹃
大
乗
義
章
﹄
巻
一
九
に、
﹁
実
無
二
此
事
一、
権
巧
施
レ
之
故
曰
二
方
便
一。
於
レ
中
分
別、
曲
有
二
三
種
一。
一
是
身
巧。
謂
仏・
猴・
鹿・
馬
等
化。
二
是
口
巧。
実
無
二
三
乗
一、
随
レ
化
説
レ
之。
三
是
意
巧。
謂
方
便
慧
起
二
前
身・
口
二
種
巧
化
一。
⋮⋮
今
説
二
意
巧
一、
為
二
方
便
智
一。
此
方
便
智、
得
下
与
二
向
前
実
智
一
相
対︵８
︶上。﹂
と
あ
り、
仏
と
聖
位
の
菩
薩
が
衆
生を教化するために、方便智に基づいて、権巧に実には存在しない事を施すということを意味する。そして、意 が身 口の巧化を起こ
す
の
で
あ
り、
真
実
智
に
相
対
す
る
方
便
智
で
あ
る
と
い
う。
権
巧
方
便
は、方便智に基づく善巧な化他行であ から、施造方便の一つと捉えることができる
︵
９
︶。
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ここで菩薩の凡位と聖位という観点から、行為の主体を整理する
と、①進趣方便②施造方便は凡位と聖位の菩薩であるが、③権巧方便は聖位の菩薩に限定される。智雲の方便と修性論は、特に②施造方便に関する教説である。天台教学における②施造方便の修行内容は、凡位で 二十五方便と十乗観法であり、聖位では自行を兼ねた化他行という視点から③権巧 となる。　
次節では、天台教学について、第一に、行 いう観点から六即
と
修
性
論
を
確
認
し
た
上
で、
性
徳
に
関
す
る
湛
然
説
を
概
観
し、
第
二
に、
﹃摩訶止観﹄
・﹃維摩経文疏﹄
・﹃法華玄義﹄の施造方便を検討する。
?
?
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六
即
と
修
性
論
に
関
す
る
天
台
の
基
本
説
は、
﹃
法
華
玄
義
﹄
巻
五
下
の、
﹁
第
五
、
三
法
妙
者
、
斯
乃
妙
位
所
住
之
法
也
。
言
二
三
法
一
者
、
即
三
軌
也
。
軌
名
二
軌
範
一。
還
是
三
法
可
二
軌
範
一
耳。
⋮⋮
一
総
明
二
三
軌
一
者、
一
真
性
軌、
二
観
照
軌、
三
資
成
軌。
名
雖
レ有
レ三、
是
一
大
乗
法
也
︶10
︵
。﹂
と
い
う
記
述
か
ら
始
ま
る、
迹
門
十
妙
の
第
五
三
法
妙
に
確
認
で
き
る。
三
法
妙
は
﹁妙位の所住の法﹂
、すなわち分真即︵円教の初住位︶以上が仏智に
基づいて認識する法のことである。そして、三法 は真性軌・観照軌・資成軌の三軌であるとする。その代表的な三法は、
﹃法華玄義﹄
巻五下
︶11
︵
のいわゆる﹁十種三法﹂であり、一例として正・了・縁の三
因
仏
性
を
挙
げ
れ
ば、
正
因︵
真
性
軌
︶・
了
因︵
観
照
軌
︶・
縁
因︵
資
成
軌︶となる。要するに、三法︵三軌︶は、仏性などの概念が有する役
割
を
区
分
す
る
軌
範
の
こ
と
で
あ
る。
さ
て、
六
即
と
修
性
論
に
つ
い
て、
﹃法華玄義﹄巻五下には、次のような記述がある。
今遠論
二其本
一、即是性徳三軌、亦名
二如来之蔵
一。極論
二其末
一、
即
是
修
徳
三
軌、
亦
名
二秘
密
蔵
一。
本
末
含
二蔵
一
切
諸
法
一。
従
二性
徳
之
三
法
一、
起
二名
字
之
三
法
一。
因
二名
字
之
三
法
一、
修
二観
行
之
三
法
一。
因
二
観
行
之
三
法
一、
発
二
相
似
之
三
法
一。
乃
至、
分
証
之
三
法・
究
竟
之三法。自成三法・化他三法
︶12
︵
。
　
ここでは、本│性徳三軌│如来蔵と、末│修徳三軌│秘密蔵とに
区分し、その本末に一切諸法を含蔵するという。六即で言えば 前者
は
理
即
で
あ
り、
後
者
は
五
即
で
あ
る。
五
即
の
う
ち、
名
字
即・
観
行
即・相似即が凡位であり、分真︵証︶即・究竟即が聖位である。以下、
分
真
即
は
聖
位
の
菩
薩、
究
竟
即
は
妙
覚
仏
と
い
う
意
味
で
使
用
す
る。
そして 凡位と聖位では修行 内容が異なるのであり、
﹁自成
三法﹂
と﹁化他三法﹂はそれに対応している。要するに、衆生に内在する性徳が根本となり、それを体得するための自行︵凡位 と、体得させるための化他行︵聖位︶ いう二つの修徳が生起 のである。　
ここで性徳の﹁性﹂について考えたい。中国思想において、
﹁性﹂
と
い
う
概
念
は、
先
天
的
に
与
え
ら
れ
た
も
の
と
い
う
意
味
を
持
つ。
智
顗
は、
仏
と
衆
生
の
先
天
的
な
結
び
つ
き
を
指
し
示
す
概
念
と
し
て、
﹁
天
性
﹂
と
い
う
用
語
を使
用
し
た
。﹃
法
華
文
句
﹄
巻
四
上
に
は
、﹁
問
。
菩
薩
得
レ悟
、
通
二於
始
終
一、
二
乗
得
レ悟
、
亦
応
レ至
レ後
。
答
。
三
周
定
二父
子
天
性
一已
竟、
八四
則
皆
名
二菩
薩
一。
設
在
レ後
悟、
同
名
二菩
薩
悟
一也
︶13
︵
。﹂
と
い
う
問
答
が
あ
る。
先ず、菩薩が悟りを得るのは、
﹃法華経﹄の﹁始終﹂
︵序品第一～普
賢菩薩勧発品第二八︶に通じると言うのであれば、二乗が悟りを得るのも三周説法︵方便品第二～授学無学人記品第九︶の後で悟りに至るのかと質問する。それに対して、三周説法において﹁父子の天性﹂を定めればみな菩薩である。仮 二乗が三周説法の後で悟ったとしても、菩薩 悟と命名すると回答してい 。この記述から﹁天性﹂は、一切衆生が本来的に という主張 根拠として使用されていることが分かる。以下、衆生や行者という場合、凡位菩薩という意味で使用す 。ここで、天性に関する智雲の理解を確認
す
る
な
ら
ば
、﹃
法
華
文
句
﹄
巻
二上
に
、﹁
次
聞
二法
華
一。
会
二天
性
一定
二
父
子
一、
授
二記
一付
二大
乗
一、
廃
レ三
帰
レ一
︶14
︵
。﹂
と
あ
る
中
の﹁
会
二天
性
一
定
二
父
子
一
﹂
と
い
う
記
述
に
つ
い
て、
﹃
妙
経
文
句
私
志
記
﹄
巻
六
で、
﹁
天
性
是
天
然
之
大
体。
一
切
法
中
同
有
二此
理
一。
⋮⋮
一
切
衆
生
同
有
二此
性
一、
与
レ仏不
レ異故云
レ子。唯仏知
レ之、
常以
二此化
一故言
レ父。物並不
レ知、
今
顕
二
示
之
一
故
云
二
定
父
子
一
也
︶15
︵
。﹂
と
註
釈
す
る。
衆
生
に
は
天
性
が
あ
り、
仏と異なることがないから﹁子﹂と言う。ただ仏だけ こ 事実を知っていて、常に衆生を教化するから﹁父﹂と言う。衆生は実を らな のであり、仏は﹃法華経﹄においてこれを顕示するから﹁定父子﹂と言うとする。このように、性徳には天 の意味があり、衆生は天性を持つからこそ成 し得るのである。　
続
い
て、
性
徳
に
関
す
る
湛
然
説
を
概
観
し
た
い。
性
徳
に
つ
い
て、
﹃
始
終
心
要
﹄
で
は、
﹁
夫
三
諦
者、
天
然
之
性
徳
也
︶16
︵
。﹂
と
あ
り、
﹃
十
不
二
門
﹄
の﹁
修
性
不
二
門
﹂
に
は、
﹁
性
徳
祗
是
界
如
一
念、
此
内
界
如
三
法
具
足
︶17
︵
。﹂
と
あ
る。
不
明
瞭
な
の
は、
三
諦
と
三
法︵
三
軌
︶
の
関
係
で
あ
る
が、
﹁
修
性
不
二
門
﹂
の﹁
内
の
界
如
﹂
と
い
う
の
は、
一
つ
前
で
あ
る﹁
内
外
不
二
門
﹂
の、
﹁
所
レ
言
内
者、
先
了
二
外
色
心
一
念・
無
念
一、
唯
内
体
三
千
即
空
仮
中
︶18
︵
。﹂
と
い
う
記
述
を
前
提
に
し
た
も
の
と
す
れ
ば、
諸
法
の
性
質
と
し
て
の三諦が条件となって、諸法のあり方としての三法︵三軌︶が存在すると考えられる。この点に関連して、
﹃始終心要﹄の少し後には、
﹁
但
以
二衆
生
妄
想
一不
二自
証
得
一、
莫
二之
能
返
一也。
由
レ是、
立
二乎
三
観
一
破
二
乎
三
惑
一、
証
二
乎
三
智
一
成
二
乎
三
徳
︶19
︵
一。﹂
と
あ
る。
衆
生
は
性
徳
と
し
ての三諦を具足しているのにも拘わらず 妄分別のために自ら証得しない で、性徳に返ること ない そこで 一心三観を行じて三惑を破し、三智を証得して三徳を成就するという。行者 立場から言えば、修徳としての一心三観を実践するこ で仏智を備えて聖位に至り、性徳と 円融を体得し
て、三法︵三軌︶を成就す
るという次第になるのである。　
このように凡位と聖位は、仏智を備える否かという点において一
線
を
画
す
の
で
あ
り、
そ
れ
に
付
随
し
て
修
行
の
内
容
が
変
化
す
る。
次
に、
凡
位
と
聖
位
に
お
け
る
修
行
の
相
違
と
い
う
点
に
注
目
し
て、
﹃
摩
訶
止
観
﹄
︵
凡
位・
自
行
︶
と、
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄・﹃
法
華
玄
義
﹄︵
聖
位・
化
他
行
︶
と
に区分して、天台教学の施造方便を考察 た 。　
先
ず、
凡
位
の
施
造
方
便
に
つ
い
て、
﹃
摩
訶
止
観
﹄
巻
四
上
に
は、
﹁
第
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六
明
二
方
便
一
者、
方
便
名
二
善
巧
一。
善
巧
修
行、
以
二
微
少
善
根
一、
能
令
三
無
量
行
成・
解
発、
入
二菩
薩
位
︶20
︵
一。﹂
と
あ
り、
行
者
が
善
巧
に
修
行
し、
微
少の善根を以て、自らをして、無量の修行を成就し、学解を発せしめ、菩薩位である分真即︵円教の初住︶に入らせることであるという。
ま
た、
﹃
摩
訶
止
観
﹄
巻
四
上
に
は、
﹁
又
方
便
者、
衆
縁
和
合
也。
以
二
能
和
合
成
レ
因、
亦
能
和
合
取
一
レ
果
︶21
︵
。﹂
と
あ
り、
方
便
と
は、
衆
縁
が
和
合
して仏因を成就すること とする。衆縁について、湛然は﹃止観
輔
行
伝
弘
決
﹄
巻
四
之
一
に、
﹁
是
故、
下
文
二
十
五
法、
和
合
調
停、
方
得
下
成
二
於
円
初
住
因
一、
剋
中
妙
覚
果
︶22
︵
上。﹂
と
記
述
し、
二
十
五
法︵
五
縁・
五
欲・
五
蓋・
五
事・
五
法
︶
の
こ
と
と
理
解
し
て
い
る。
さ
ら
に、
﹃
摩
訶
止
観
﹄
巻
四
上
で
は、
化
法
の
四
教︵
蔵・
通・
別・
円
︶
に
は
各
別
に
遠・
近
の
方
便
が
あ
る
と
し
た
上
で、
円
教
に
つ
い
て、
﹁
円
教
以
二
仮
名・
五
品
観
行
等
位、
去
レ
真
猶
遙
一、
名
二
遠
方
便
一。
六
根
清
浄
相
似
隣
レ
真、
名
二
近
方
便
︶23
︵
一。﹂
と
記
述
し、
遠
方
便
は
名
字
即・
観
行
即︵
五
品
弟
子
位
︶
で
あ
り、
近方便は相似即︵六根清浄位︶であるとする。これは凡位︵因︶
を聖位︵果︶に進趣するための方便とするのであり、進趣方便に関する教説である。菩薩は行位を進趣するために、善巧に自行と化他行を施
おこな
い造
な
すのであるから、進趣方便と施造方便は不離の関係と考
えられる。
﹃摩訶止観﹄は行者の視点から説示されているのであり、
特に凡位の施造方便︵進趣 便︶を中心とする。そのことが如実に表れるのは、
﹃摩訶止観﹄巻七下の、
﹁今止観進趣方便、
斉
レ此而已。
入
住
功
徳、
今
無
レ
所
レ
論。
後
当
二重
弁
︶24
︵
一。﹂
と
い
う
文
と
、﹃
止
観
輔
行
伝
弘
決
﹄
巻
七
之
四
の
、﹁
初
従
二
妙
境
一
終
至
二
離
愛
一、
行
解
具
足、
正
助
不
レ
虧。
已
送
二
行
者
一
至
二
於
初
住
一、
入
二
無
功
用
一
自
堪
レ
進
レ
道。
入
住
已
去、
今
文
不
レ
論
故
云
二
斉
此
一。
故
諸
経
論
初
住
已
去、
多
明
二
輔
仏
化
他
之
相
一、
不
三
復
委
悉
論
二
於
自
行
一。
⋮⋮
後
当
重
説
者、
至
二
菩
薩
境
中
一、
応
二
更
広
弁
一。夏終不
レ説、
下無
レ所
レ論
︶25
︵
。﹂という註釈である。この記述から、
凡位の施造方便︵進趣方便︶における修行内容が十乗観法︵第一観不思議境～第十無法愛︶であることと、聖位の菩薩は仏の教化を輔け
る
化
他
行
を
修
す
こ
と
が
分
か
る。
ま
た、
﹃
摩
訶
止
観
﹄
の﹁
後
当
二
重
弁
一。﹂
と
い
う
初
住︵
分
真
即
︶
以
上
に
関
す
る
教
説
に
つ
い
て、
湛
然
は
夏
安
居
が
終
了
し
た
た
め
に
不
説
の
菩
薩
境
を
指
す
と
す
る。
従
っ
て、
﹃
摩
訶止観﹄では、聖位の施造方便である権巧方便は細論されない である。　
その権巧方便が具体的に説示されるのは、例えば、次に引く智顗
撰﹃維摩経文疏﹄巻九の記述である。
第
三
弁
二方
便
所
用
法
一者
、
正
約
二三
業
法
一以
明
二方
便
一也
。
所
二以
然
一
者
、
諸
仏
・
菩
薩
清
浄
三
業
性
如
二
虚
空
一、
非
レ一
非
レ
異
、
不
レ
可
二
分
別
一。
為
レ
化
二
衆
生
一、
慈
悲
誓
願、
神
通
感
応、
十
法
界
現
二
不
可
説・
不
可
説
身
一、
種
種
事
業、
十
方
利
レ
物、
是
為
二
身
密
方
便
示
現
一
也。
⋮⋮
是
為
三
口
密
方
便
利
二
益
一
切
衆
生
一
也。
⋮⋮
即
是
心
密
方
便
利
二
益
一
切
衆
生
一
也。
⋮⋮
若
別
教・
円
教
明
二
法
身
応
現
三
業
一、
亦
明
二
神通変化三業
一故、約
二三業
一以明
二方便
一也
︶26
︵
。
　
これは﹃維摩経﹄の方便品を註釈する箇所である。方便所用の法
八六
は、諸仏と聖位の菩薩における三業の法である。本来的に諸仏と聖位の菩薩における清浄三業の性は、虚空 ようなものであり、分別すること できない。しかし、衆生を教化するために、慈悲に基づいて誓願し、神通 基づいて感応し、十法界に本来は不可説な身業を
現
じ
て、
衆
生
を
利
益
す
る
と
い
う
の
が﹁
身
密
方
便
﹂
で
あ
る。
続
い
て、同様の文脈で﹁口密方便﹂ 、
﹁心密方便﹂とに言及している。
そし この三密は﹁法身応現の三業﹂であるとする。　﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
の﹁
神
通
も
て
感
応
す
る
﹂
と
い
う
記
述
と
関
連
す
る
の
が﹃
法
華
玄
義
﹄
の
迹
門
十
妙
に
お
け
る
第
六
感
応
妙
と
第
七
神
通
妙
で
あ
る。
先
ず、
﹃
法
華
玄
義
﹄
巻
二
上
で
は、
迹
門
十
妙
の
自
行
と
化
他
行
に
つ
い
て、
﹁
前
五
約
レ
自、
因
果
具
足、
後
五
約
レ
他、
能
所
具
足
︶27
︵
。﹂
と
あ
り、
第一境妙～第五三法妙を自行 第六感応妙～第十利益妙を化他行に配
し
て
い
る。
そ
し
て、
第
六
感
応
妙
に
つ
い
て、
﹃
法
華
玄
義
﹄
巻
六
上
で
は、
﹁
果
智
寂
照、
有
レ感
必
彰
故
明
二感
応
妙
一也
︶28
︵
。﹂
と
す
る。
果
智
を
備
え
る仏 ﹁寂﹂でありながら、衆生を教化するという活動性を持つので﹁照﹂であり、衆生の機感があれば必ず姿を彰わす で感応妙であるとす 。また、第七神通 について、
﹃法華玄義﹄巻六上では、
﹁
若
正
論
二
化
用
益
一
レ
他、
即
是
三
輪
不
思
議
化
︶29
︵
。﹂
と
記
述
す
る。
従
っ
て、
﹃
維
摩
経
文
疏
﹄
の﹁
神
通
も
て
感
応
す
る
﹂
と
い
う
記
述
は、
﹃
法
華
玄
義
﹄
の化他行に対応すると見て、差し支えな と考える。　
最後に、智雲の修性論との関係から、天台教学の自行について触
れておく。自行には、凡位 聖位の二種類が存在する。前者は﹃摩
訶
止
観
﹄
の
十
乗
観
法
な
ど
で
あ
り、
後
者
は
実
質
的
に﹃
維
摩
経
文
疏
﹄・
﹃
法
華
玄
義
﹄
の
化
他
行︵
権
巧
方
便
︶
を
意
味
す
る。
す
な
わ
ち、
行
者
が
十乗観法などの自行を実践して、聖位の段階に進趣し三諦円融を体得してから、今度は能化として自行を兼ねた化他行︵権巧方便︶を所
化
の
衆
生
に
施
し、
三
諦
円
融
を
体
得
さ
せ
る
︶30
︵
の
で
あ
る。
そ
し
て、
﹃
法
華
文
句
﹄
で
は
聖
位
の
自
行
︵
権
巧
方
便
︶
を
﹁
自
行
方
便
﹂
と
呼
称
し
て
い
る
。
　
智雲の方便と修性論は、施造方便の中でも、特に﹃法華文句﹄の
自行方便に関する記述である。次節では、智雲の方便と修性論が如何なる内容の教説かということを確定した上で、なぜ智雲がそれを問題にす のかというこ を検討す
?
?
?????????
　﹃
法
華
文
句
﹄
巻
三
下
で
は、
自
行
方
便
に
つ
い
て、
﹁
上
両
意
用
二
方
便
一
従
二
方
便
一。
此
一
意
即
二
方
便
一
即
二
真
実
一。
真
実
即
円
因。
円
因
即
自
行
之
方
便
︶31
︵
。﹂
と
記
述
す
る。
﹁
上
の
両
意
﹂
と
は、
法
用・
約
門
と
い
う﹃
法
華
経
﹄
以
外
の
方
便
で
あ
り
、﹁
此
の
一
意
﹂
と
は
、﹃
法
華
経
﹄
の
方
便
で
あ
る
。﹃
法
華
文
句
﹄
の
方
便
と
真
実
は
、
諸
法
の
中
の
教
法
︵
権
実
二
法
︶
と
、
仏
智
︵
権
実
二
智
︶
と
が
未
区
分
で
あ
る
た
め
、
や
や
難
解
で
あ
る
が
、
智
雲
は
後
者
の
意
味
を
重
視
す
る
。﹃
法
華
文
句
﹄
の
﹁
円
因
﹂
に
つ
い
て
、﹃
妙
経
文
句
私
志
記
﹄
巻
一
〇
で
は
、
行
位
の
観
点
か
ら
、
以
下
の
よ
う
に
註
釈
す
る
。
智雲撰『妙経文句私志記』における修性論
八七
言
二円
因
一者、
是
能
義。
能
義
乃
有
レ二。
一
者
能
弁
二於
果
一故。
二
者
能
顕
二体
性
一故。
若
能
弁
レ果、
則
円
似・
真
分︵ママ︶
位、
総
名
為
レ因。
若
能
顕
レ
体
則
因
果、
倶
名
為
レ
因。
⋮⋮
若
能
弁
レ
果
為
レ
因、
専
約
レ
修
説。若対
レ性起
レ修約
二顕性
一、則若因若果、倶名為
レ因
︶32
︵
。
　
ここでは円因に二義を認めた上で、
円因の第一義︵専約
レ修︶は、
究
竟
即
と
い
う
仏
果
に
対
し
て、
相
似
即・
分
真
即
を
円
因
と
す
る
の
で
あ
り、
円
因
の
第
二
義︵
約
二
顕
性
一
︶
は、
三
諦
円
融
と
い
う
体
性
を
顕
す
た
めの因果、すなわち因としての分真即と、果としての究竟即を一括りに円因とするという。　
先
ず、
円
因
の
第
一
義︵
専
約
レ修
︶
は、
後
述
す
る
よ
う
に、
五
重
玄
義
︵
名・
体・
宗・
用・
教
︶
の
う
ち、
宗
と
用
の
関
係
で
あ
り、
宗
と
し
て
の
自行因果︵進趣方便︶ 用 しての化他行︵権巧方便︶とが問題になる。また、凡位の相似即を入れるのは疑問が残るのであり 後で少しく触れることにする。　
次
に、
円
因
の
第
二
義︵
約
二
顕
性
一
︶
は、
五
重
玄
義
の
う
ち、
宗
と
体
の
関
係
で
あ
る。
宗
と
体
に
つ
い
て、
﹃
法
華
玄
義
﹄
巻
九
下
に
は、
﹁
宗
者、
修
行
之
喉
衿、
顕
体
之
要
蹊
︶33
︵
。﹂
と
あ
り、
柱
梁︵
宗
︶
と
屋
空︵
体
︶
の
関
係
と
さ
れ
る
︶34
︵
。
そ
し
て、
﹃
法
華
玄
義
﹄
巻
九
下
に
は、
﹁
当
レ知。
実
相
体
通
而
非
二
因
果
一。
行
始
弁
レ
因、
行
終
論
レ
果
︶35
︵
﹂
と
あ
り、
実
相
の
体
は
非
因
非
果であり、宗の観点から修行の因果を論じる する。先程の引 中に﹁
若
し
能
く
体
を
顕
わ
せ
ば
則
ち
因
果、
倶
に
名
け
て
因
と
為
す。
﹂
と
あ
る
よ
う
に、
分
真
即︵
因
︶
と
究
竟
即︵
果
︶
の
仏
智
は、
三
諦
円
融︵
体
︶
を体得するという働きを持つから、倶に円因なのである。三諦円融と
仏
智
の
関
係
に
つ
い
て、
﹃
妙
経
文
句
私
志
記
﹄
巻
一
二
で
は、
﹁
何
故
性
云
二
寂
滅
一。
修
成
二
覚
智
一。
従
レ
便
互
挙
レ
理
恒
均
矣。
修
性
各
応
レ
具
レ
三。
性
三
皆
寂
滅、
修
三
皆
照
了。
性
修
既
相
即、
寂
而
常
照、
照
而
常
寂、
絶
二
言
慮
一
矣
︶36
︵
。﹂
と
説
明
す
る。
す
な
わ
ち、
性
徳︵
三
諦
円
融
︶
を
寂
滅
と
云
う理由について、修徳が覚智を成就するからであると説明し、修性は
各
別
に
三
法︵
三
軌
︶
を
具
す
と
い
う。
そ
し
て、
﹁
性
三
は
皆、
寂
滅
に
し
て
、
修
三
は
皆
、
照
了
す
。﹂
と
述
べ
、
両
者
の
関
係
を
﹁
相
即
﹂・﹁
絶
二
言慮
一﹂と説明する。
　
二
つ
の
円
因
に
関
連
し
て、
﹃
法
華
文
句
﹄
巻
三
下
に、
﹁
方
便
者
即
是
真
実。
従
二
自
行
方
便
一
得
レ
名
故、
言
二
方
便
品
︶37
︵
一。﹂
と
あ
る
記
述
に
つ
い
て、
﹃妙経文句私志記﹄巻一〇では、次のように註釈している。
結
云
レ
名
者、
自
行
能
顕
二
体
性
一、
亦
法
名
為
二
方
便
一。
此
則
収
二
得
十
双
四
句
一、
都
書
無
レ
遺。
若
専
局
二
定
円
因
一、
則
但
得
二
前
四
双
半
一、
後五 半、無
レ所
二復
用
︶38
︵
一。
　
最
初
の﹁
自
行
能
顕
二
体
性
一
⋮⋮
都
書
無
レ
遺。
﹂
と
い
う
箇
所
が
円
因
の
第
二
義︵
約
二顕
性
一︶
に
対
応
す
る。
先
ず、
﹁
自
行
﹂︵
分
真
即
と
究
意
即
︶
の
仏
智︵
権
実
二
智
︶
は
能
く
体
性
を
顕
わ
し、
ま
た
法
の
名
を
方
便︵
権
法
︶
と
す
る
と
い
う。
そ
し
て、
﹁
法
﹂
の
具
体
例
と
し
て﹁
十
双
﹂
に
言
及
す
る。
﹁
十
双
﹂
と
は、
﹃
法
華
文
句
﹄
巻
三
下
に、
﹁
事
理・
理
教・
教
行・
縛
脱・
因
果・
体
用・
漸
頓・
開
合・
通
別・
悉
檀
︶39
︵
。﹂
と
列
挙
す
る
十
法
の
こ
と
で
あ
る。
十
双
の
法
は、
仏
智
に
対
応
す
る
権
実
二
法
で
あ
り、
例
え
八八
ば、因︵権︶
・果︵実︶となる。別稿した権実論の結論からすると、
諸法︵権実二法 における四句︵権・実・亦権亦実・非権非実︶相即の状態が﹁体性﹂
︵三諦円妙・中道体用︶である。すなわち、
﹁自
行
﹂︵
分
真
即
と
究
竟
即
︶
の
仏
智
は、
体
性
を
体
得
す
る
と
い
う
働
き
を
持
つ
か
ら、
﹁
十
双
の
四
句
を
収
得
﹂
す
る
の
で
あ
る。
こ
の
場
合、
仏
智
と
諸
法
に
お
け
る
権
実
二
義
は
一
体︵
権
即
実
︶
で
あ
り、
円
因
の
第
二
義︵
約
二
顕
性
一
︶
が﹃
法
華
文
句
﹄
の﹁
方
便
者
即
是
真
実。
﹂
と
い
う
本
文
の
原
意
に近い。　
そ
し
て、
﹁
若
専
局
二定
円
因
一⋮⋮﹂
以
降
が
円
因
の
第
一
義︵
専
約
レ修
︶
である。
﹃法華文句﹄の十双が持つ全体的な役割について、
﹃妙経文
句
私
志
記
﹄
巻
一
〇
で
は、
﹁
上
五
是
自
行
因
果。
下
五
是
明
二化
他
能
所
︶40
︵
一。﹂
と
す
る
の
で
あ
る
が、
こ
こ
で
は
聖
位
の
自
行
に
お
け
る
因
果
の
観
点
か
ら、
﹁
前
四
双
半
﹂︵
事
理・
理
教・
教
行・
縛
脱・
因
︶
と、
﹁
後
五
双
半
﹂︵
果・
体用・漸頓・開合・通別・悉檀︶とに区分した上で
、円因の第一義
︵
専
約
レ修
︶
は、
﹁
前
四
双
半
﹂
の
み
を
得
る
と
す
る。
こ
の
記
述
の
意
図
を
明
確
す
る
た
め
に
、﹃
法
華
文
句
﹄
巻
三
下
の
、﹁
其
智
慧
門
、
即
是
歎
二権
智
一
也
。
蓋
是
自
行
道
前
方
便
。
有
二進
趣
之
力
一故
名
為
レ門
。
従
レ門
入
二到
道
中
一。
道中称
レ実、
道前謂
レ権也
︶41
︵
。﹂という本文への註釈を確認したい。
﹃妙
経文句私志記﹄巻一一には、以下のように
大
要
而
言、
即
自
行
証
二会
妙
道
円
極
一之
前、
妙
能
是
其
物
也。
会
二其
品
題
一
故
云
二
方
便
一。
通
即
円
因
始
終、
別
即
真
因
之
位。
前
実
智
既
指
二
極
果
一
故
此
為
レ
因。
義
須
レ
爾。
応
レ
知。
前
之
四
双
半
義、
都
在
二
此一門字
一収尽
︶42
︵
。
　﹃
法
華
文
句
﹄
の﹁
自
行
道
前
方
便
﹂
に
関
す
る
概
要
を
述
べ
る
な
ら
ば、
﹁自行﹂
︵分真即︶が妙道の円極に証会して、究竟即に至る前の段階
を意味するのであり、分真即が持つ方便智の働きのことである。方便
品
と
い
う
品
題
に
符
合
す
る
の
で﹁
方
便
﹂
と
い
う
の
で
あ
る。
﹁
自
行
方
便﹂の﹁自行﹂は、通の立場では円因の
始終︵分真即・究竟即︶で
あ
り、
別
の
立
場
で
は
真
因
の
位︵
分
真
即
︶
で
あ
る。
こ
こ
で
言
う﹁
自
行﹂は別の立場であり、前述 真実智が極果︵究竟即︶を意味したの
で
あ
る
か
ら、
こ
こ
で
は
方
便
智
を
真
因︵
分
真
即
︶
と
す
る。
前
述
の
﹁四双半の義﹂は、
﹁門﹂の一字︵方便智の進趣力︶に収め尽くすの
である。　
ここで重要なのは、次の二点である。
　
第
一
に
別
の
立
場
は、
円
因
の
第
一
義︵
専
約
レ修
︶
に
対
応
す
る
の
で
あ
る
が、
先
程
と
は
異
な
り
凡
位
の
相
似
即
を
含
ま
な
い
点
で
あ
る
︶43
︵
。
す
な
わ
ち、
円
因
の
第
一
義︵
専
約
レ修
︶
は
部
分
的
に
相
似
即
を
含
む
こ
と
も
あ
る
が、基本的に分真即を対象にすると考えられる。換言すれば、相似即は部分的に仏智︵権実二智︶を備えるが、そ を完成するのは分真即の段階ということである。　
第
二
に﹁
前
四
双
半
﹂
を
分
真
即
│
方
便
智
│
因、
﹁
後
五
双
半
﹂
を
究
竟
即│真実智│果に配当する点である。ここでの主眼は 位の観点から、因︵権︶としての分真即と、果 実︶と
しての究竟即とを区別
することであり、それに対応させ 形 方便智 真実智を配してい
智雲撰『妙経文句私志記』における修性論
八九
る。注意すべきは、分真即︵因︶と究竟即︵果︶は、各別に権実二智を持つという点である。つまり、
方便智というのは、
分真即︵因︶
における権実二智のことであり、分真即︵因︶から究竟即︵果︶へと
進
趣
す
る
働
き
を
持
つ。
そ
し
て、
分
真
即
は
行
位
を
進
趣
す
る
た
め
に、
仏智︵権実二 ︶に基いて自行を兼ねた化他行を行うのである。換言すれば、宗としての自行因果︵進趣方便︶と、用として 化他行︵権
巧
方
便
︶
と
な
ろ
う
︶44
︵
。
尚、
分
真
即
で
は
宗
と
用
は
不
離
の
関
係
で
あ
る
が
、
極
果
で
あ
る
究
竟
即
に
は
宗
が
存
在
し
な
い
か
ら
、
た
だ
用
の
み
で
あ
る
。
　
次
に、
分
真
即
と
究
竟
即
に
共
通
す
る
化
他
行︵
用
︶
に
つ
い
て
考
察
し
た
い。
﹃
法
華
文
句
﹄
巻
三
下
で
は、
﹁
若
従
二仏
迹
説
一、
亦
是
化
他
之
権
実、
亦
称
二
方
便
品
一。
若
従
レ
引
二
入
円
因
一、
自
行
亦
是
方
便
品。
若
従
二
身
子
迹
権
一、
亦
是
方
便
品。
若
従
二身
子
迹
入
一
レ実、
亦
是
方
便
品
︶45
︵
。﹂
と
あ
り、
仏
と舎利弗︵身子︶に区分して解説し、それぞれに権巧方
便と自行方
便
の
二
義
が
あ
る
と
す
る。
こ
の
本
文
に
つ
い
て、
﹃
妙
経
文
句
私
志
記
﹄
巻
一〇では、次のように註釈する。
所
二以師
第︵弟カ︶
各有
一レ
二者、
明
下各従
二遠本体
一、
以垂
二迹用
一引
レ物、
従
レ迹
以
帰
上
レ体
。
以
︵ママ︶
明
丁従
二自
体
一以
起
レ用
、
令
丙物
因
二他
用
一以
会
乙
自
体
甲。
此
即
約
レ
用
約
レ
修、
並
名
二
方
便
品
一
也。
即
前
妙
二
達
於
方
一
之
両
義
也
︶46
︵
。
身
子
二
義
亦
爾。
然
師
資
本
地
皆
有
二自
行
一、
並
是
方
便。
何故但約
二化他
一。然迹用引
レ物会
レ円、与
二本自行
一不
レ殊
︶47
︵
。
　
智
雲
は、
﹃
法
華
文
句
﹄
が
説
示
す
る
権
巧
方
便
と
自
行
方
便
に
つ
い
て、
概ね以下のように説明する。第 の権巧方便は、仏と舎利弗︵聖位
の菩薩︶が本地の体、すなわち仏智に基づいて三諦円融と相即した状態から、迹用を垂れて衆生を教化・導引することを意味する。第二の自行方便は、迹用とし の釈尊が﹃法華経﹄の聴衆に対して開権顕実し、舎利弗︵聖位の菩薩︶はそれを手助けして、本地の自行と
同じ三諦円融という体に引入させることを意味するという。ここ
で
権
巧
方
便
と
自
行
方
便
を﹁
約
レ
用
約
レ
修
﹂
と
す
る
こ
と
か
ら、
こ
れ
が
円因の第一義
︵専約
レ修︶
に関する記述ということが了解されよう。
但
し、
﹁
約
レ
用
﹂
と
い
う
場
合
は、
究
竟
即
も
含
む
点
に
は
注
意
が
必
要
で
ある。尚、
﹃法華経﹄以前の権巧方便と、
﹃法華経﹄の自行方便との
相
違
を
生
じ
さ
せ
る
要
因
は
衆
生
の
機
根
で
あ
り、
﹃
法
華
経
﹄
以
前
の
教
え
でも、衆生が仏智を完成するならば、三諦円融を体得できる︵通論の自行方便︶
。
　
こ
こ
で﹃
妙
経
文
句
私
志
記
﹄
巻
一
〇
の、
﹁
二
者
通・
別。
通
論
互
通
二修
性
一。
別
論
一
性
一
修
︶48
︵
。﹂
と
い
う
記
述
を
考
え
た
い。
こ
れ
は
自
行
方
便
に
関
す
る
記
述
で
あ
り
、
行
為
の
主
体
は
基
本
的
に
分
真
即
と
究
竟
即
で
あ
る
。
先
ず
、
通
論
︵
約
二顕
性
一︶
で
は
、
仏
智
と
し
て
の
修
徳
と
、
体
性
と
し
て
の
性
徳
と
が
相
即
し
て
い
る
の
で
あ
り
、﹁
互
通
二
修
性
一﹂
と
な
る
。
次
に
、
別
論
︵
約
レ
用
約
レ
修
︶
の﹁
一
修
﹂
と
は、
分
真
即
と
究
竟
即
が
仏
智
に
基
い
て
施
す
化
他
行︵
権
巧
方
便
と
自
行
方
便
︶
で
あ
る。
で
は、
﹁
一
性
﹂
と
は
何
か
と
言
う
と
、
そ
れ
は
衆
生
の
性
徳
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
に
、
方
便
品
の
い
わ
ゆ
る
﹁
十
如
是
︶49
︵
﹂
に
関
す
る
記
述
を
検
討
す
る
。
　
今
か
ら
見
る
の
は
、﹃
法
華
文
句
﹄
巻
三
下
に
、﹁
次
十
句
広
釈
二
権
実
相
一。
九〇
今
作
二四
番
一釈
。
一
約
二十
法
界
一。
二
約
二仏
法
界
一。
三
約
二離
合
一。
四
約
レ
位
︶50
︵
。﹂
と
列
挙
す
る
中
の
第
四
番
目
に
つ
い
て
の
註
釈
で
あ
る
。
　
先
ず、
﹃
妙
経
文
句
私
志
記
﹄
巻
一
一
に
は、
﹁
今
此
文
為
レ消
二現
文
一、
大
明
二
二
位
一。
謂
性
以
レ
修。
而
即
摂
二
一
切
位
一。
何
者、
性
則
理
即、
修
則
摂
二
余
五
即
一。
故
二
則
摂
二
六
位
︶51
︵
一。﹂
と
あ
り、
続
く
箇
所
で
は
理
即
│
性
徳
│
本︵
相・
性・
体
︶
と、
五
即
│
修
徳
│
末︵
力・
作・
因・
縁・
果・
報
︶
と
に
区
分
し
て
議
論
を
展
開
す
る
。
そ
し
て
、﹃
妙
経
文
句
私
志
記
﹄
巻
一
一
で
は
、﹁
釈
二
第
十
句
一、
是
総
二
前
性
修
一
切
位
一
也。
経
有
二
三
義
一。
謂
本
・
末
・
究
竟
等
。
⋮
⋮
究
竟
窮
極
也
。
雖
二本
末
異
一、
究
極
論
レ之
、
莫
レ
非
二
三
徳
︶52
︵
一。﹂
と
あ
り、
六
即
の
本
末
は
一
応
の
相
違
は
あ
っ
て
も、
究
極
に
論
ず
れ
ば
等
し
く
三
徳
秘
密
蔵
で
あ
る
と
す
る。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は、
智
雲
が
六
即
を﹁
一
性
一
修
﹂
の
形
で
理
解
し
て
い
る
点
で
あ
る。
さ
ら
に、
﹃
妙
経
文
句
私
志
記
﹄
巻
一
一
で
は、
方
便
と
修
性
論
に
つ
い
て、
﹁
前
釈
レ方
玄︵ママ︶
秘
者、
即
此
初
文
性
中
三
徳
秘
蔵
也。
便
為
二妙
達
一、
即
此
次
明
レ研
二三
徳
一
也。
故
知、
方
便
両
字
只
是
性
修
二
字
之
異
名
矣
︶53
︵
。﹂
と
記
述
す
る。
前
︶54
︵
に﹁
方
﹂
を﹁
玄
︵ママ︶
秘
﹂
と
解
釈
し
た
の
は、
本︵
相・
性・
体
︶
に
対
応
す
る
性
徳
の
中
の
三
徳
秘
密
蔵
で
あ
る。
﹁
便
﹂
を﹁
妙
達
﹂
と
し
た
の
は、
末
︵
力・
作・
因・
縁・
果・
報
︶
に
対
応
す
る
修
徳
に
よ
っ
て
三
徳
を
研
く
こ
とを明かすのである。そして、方便の両字はただ性修の異名であるとしている。　
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら、
別
論︵
約
レ
用
約
レ
修
︶
の﹁
一
性
﹂
が
衆
生
の
性
徳
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る。
従
っ
て、
﹁
別
論
一
性
一
修
﹂
と
は、
衆
生
に
内
在
す
る
性
徳︵
一
性
︶
と、
そ
れ
を
体
得
さ
せ
る
た
め
の
化
他
行︵
一
修︶を意味することが判明するのである。　
ここまでの議論を踏まえた上で、智雲の方便と修性論を結論づけ
るならば、分真即と究竟即が仏智︵権実二智︶に基づいて三諦円融と
相
即
し
つ
つ︵
通
論
︶、
化
他
行
を
衆
生
に
施
し
て
三
諦
円
融
を
体
得
さ
せ
るこ ︵別論︶であると言えよう。このような理解は、天台教学から自然に導き出される学説であり、師匠である湛然が方便と修性論に言及していても何ら不思議ではない。では、なぜ智雲だけが方便と修性論を問題 するのであろうか。　
智雲は、前述した﹃妙経文句私志記﹄巻一一の六即に関する文脈
で、
﹁
若
爾、
一
切
諸
法
雖
二
広
無
量
一、
並
為
二
方
之
一
字
所
一
レ
収。
五
即・
五
十
二
位
雖
二高
無
極
一、
並
為
二便
之
一
字
所
一
レ摂。
方
便
二
字
既
爾、
性
修
二
字
固
然。
如
二次
レ此
明
一位、
謂
不
思
議
妙
位。
豈
同
二世
人
定
有・
定
無、
乃思議之麁物
一矣
︶55
︵
。﹂と記述し、
六即が﹁不思議妙位﹂である
と
強
調
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
天
台
の
六
即
が
世
人の
﹁
定
有
・
定
無
﹂な
立
場
と
は
違
う
とす
る
点
で
ある
。
で
は
、
世
人
の
説
が
如
何
な
る
も
の
か
と
言
う
と
、﹃
妙
経
文
句
私
志
記
﹄
巻
一
二
の
、﹁
今
人
直
聞
二本
有
一、
便
認
レ性
為
二即
是
一、
更
不
レ論
レ修
。
或
直
勤
苦
修
習
、
而
不
レ弁
二其
本
性
︶56
︵
一。﹂
という記述が参考になる。すなわち、ある人はただ本有の説を聞いて、
自
ら
の
本
性
を
認
得
す
れ
ば
仏
で
あ
る
と
し、
全
く
修
行
を
論
じ
な
い。
また、ある人はただ勤苦修習す のみで、本性を理解していないという。一人目の立場は見方によっては修行の否定 り、座禅を否
智雲撰『妙経文句私志記』における修性論
九一
定した荷沢神会︵六八四～七五八︶や、
﹁即心是仏﹂
・﹁平常心是道﹂
で有名な馬祖道一︵七〇九～七八八︶の思想に近似している
︶57
︵
。智雲
︵
生
没
年
不
詳
︶
は、
湛
然︵
七
一
一
～
七
八
二
︶
の
弟
子
で
あ
り、
活
動
の
時代から考えて、荷沢神会よりも馬祖系統の禅を意識した可能性が高い。二人目は特 得ないが、ただ修行するだけで本性を理解ていな 人師である
︶58
︵
。智雲からすれば、前者は性徳、後者は修徳へ
の偏りであり、
﹁定有・定無﹂な立場である。
　
こ
こ
ま
で
は
行
者
の
自
行に関
す
る記
述
で
あ
る
。
次
に引
く
﹃
妙
経
文
句
私
志
記
﹄
巻
一
二
で
は
、﹃
法
華
経
﹄
方
便
品
の
、﹁
仏
子
行
レ道
已
、
来
世
得
二
作
仏
︶59
︵
一。﹂
と
い
う
偈
頌
を
註
釈
す
る
形
で、
行
者
が
聖
位
を
得
て
か
ら
の
化
他行という側面から禅宗を批判するのであり、さらに重要である。
修
会
者
、
既
言
二行
已
・
作
仏
一故
、即
修
而
会
矣
。
謂
二因
円
果
満
宜
一
レ
極
二其
体
一也
。
仏
子
、
能
行
之
人
也
。
道
、
即
前
性
之
義
也
。
行
者
、
修
也
。
妙
二達
其
性
一都
任
而
鋭
レ之
也
。
已
者
、
因
円
也
。
作
仏
、
果満
也
。
一
切
生
滅
因
果
、
転
成
二一
切
種
智
一、
名
二来
世
作
仏
一。
又
随
二時
・
処
一、
有
レ感
而
応
、
覚
而
化
レ之
故
云
二来
世
作
仏
一。
此
即
自
他
作
仏
義
矣
。
世
有
二
謬
習
之
人
一、
輙
謂
二
本
来
即
是
一、
而
来
世
為
二
未
了
一
矣。
此
即
増
上
慢
人、
都
不
レ
暁
二
聖
教
之
旨
趣
一。
直
率
二
於
愚
情
一、
自
増
二
益
其
無
明之
咎
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一。
　
修
会
と
は、
既
に﹃
法
華
経
﹄
で
は﹁
行
已・
作
仏
﹂
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら、
仏
子
が
修
行
し
て
三
諦
円
融
に
会
す
と
い
う
意
味
で
あ
る。
つ
ま
り、
仏
子
が
因
円
果
満
で
あ
り、
三
諦
円
融
の
体
を
極
め
る
こ
と
を
謂
う
の
で
あ
る。
﹁仏子﹂とは、能行の人である。
﹁道﹂とは、前述した性︵三諦
円
融、
仏
性
︶
の
意
味
で
あ
る。
﹁
行
﹂
と
は、
修
行
で
あ
る。
仏
子
は
初
住
位においてその性に妙達し、任運に性を鋭利にするのである。
﹁已﹂
と
は、
仏
子
に
お
け
る
修
行
の
因
が
円
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る。
﹁
作
仏
﹂
と
は、
凡
位
の
因
に
対
し
て、
初
住
位
と
い
う
果
が
満
ち
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る。
一
切
生
滅
の
因
果
が
転
じ
て
一
切
種
智
を
成
ず
る
こ
と
を﹁
来
世︵
得
︶
作仏﹂と名づける。また、時と処に随って、衆生の機感があれば応じ、
覚
れ
ば
衆
生
を
教
化
す
る
の
で﹁
来
世︵
得
︶
作
仏
﹂
と
い
う
の
で
あ
る。これこそ自ら成仏し、他人を成仏させるという自他作仏の義であ
る。
世
間
に
は
謬
習
の
人
が
い
て、
す
ぐ
に
本
来
的
に
仏
で
あ
る
な
ど
と
謂って、来世を未了なものとする。これは増上慢 人であり 聖教の旨趣を理解していないのである。ただ世間の愚情を誤りへと率いて、自ら無明の咎を増やすだけ　
智雲は、禅宗の人師が聖位を得てからの化他行を論じない点を衝
いて、彼らを﹁謬習の人﹂や﹁増上慢 人﹂など 非難するのであり、
言
わ
ば
自
行
方
便
に
お
け
る
別
論
の
立
場︵
約
レ
用
約
レ
修
︶
か
ら
禅
宗
を批判しているのである。確かに 禅宗は今生で悟りを獲得すると考えるから 禅宗の化他行は今生で弟子 育成 ることに限られのであり、未来世における化他行は議論されないようであ
従っ
て、これは他宗 の常套手段 、教判論や成仏論と う観点ではなく、大乗仏教の菩薩思想に立脚した主張 り、本質的な論難と言える。湛然の著作には このような形での禅宗批判 確認で
九二
きない。従って、智雲と湛然の相違、すなわち行者が聖位を得てからの化他行︵特に、未来世における化他行︶を強調するか否かということを生み出した要因は、馬祖系統 禅を含む禅宗に対する危機感である 考える。
?
?
?
?
?
　
本
稿
で
は
、﹃
妙
経
文
句
私
志
記
﹄
巻
一
〇
の
、﹁
二
者
通
・
別
。
通
論
互
通
二
修
性
一。
別
論
一
性
一
修
︶61
︵
。﹂
と
い
う﹃
法
華
経
﹄
の
方
便
に
関
す
る
記
述
を
考察した。　
先ず慧遠の﹃大乗義章﹄を検討することで、菩薩が善巧に自行と
化
他
行
を
施おこな
い
造な
す
こ
と
を
方
便
と
す
る
見
解︵
施
造
方
便
︶
を
確
認
し
た。
天
台
の
教
説
に
お
い
て
は、
凡
位
の
自
行
と、
聖
位
の
化
他
行
と
が
説
か
れ、
六
即
と
修
性
論
に
結
実
す
る。
具
体
的
に
は、
衆
生
が
性
徳︵
理
即
︶
を
体
得
す
る
た
め
に
修
す、
修
徳
と
し
て
の
自
行︵
名
字
即・
観
行
即・
相
似
即
︶
と、仏と聖位の菩薩が衆生に性徳を体得させるために施す、修徳としての化他行︵分真即・究竟即︶である　
智雲は、六即と修性論に方便の意味を見出すの
であるが、二つの
修
徳
の
う
ち、
天
台
教
学
に
お
け
る﹃
法
華
経
﹄
の
方
便
は
自
行
方
便
で
あ
り、行為の主体が分真即 究竟即に限定されるため、後者の立場とな
る。
﹃
妙
経
文
句
私
志
記
﹄
に
お
け
る
通・
別
の
二
論
は、
部
分
的
に
相
似
即を含むという例外も見られるが、基本的 自行方便の原則に準じ
る教説である。第一の通論は、分真即と究竟即が修徳としての仏智に基づいて、性徳として 三諦円融と相 することであり、第二別論は、分真即と究竟即が修徳としての仏智に基づいて化他行を衆生
に
施
し、
﹃
法
華
経
﹄
に
お
い
て、
性
徳
と
し
て
の
三
諦
円
融
を
体
得
さ
せ
ることを意味する。　
こ
の
よ
う
な
理
解
は、
天
台
教
学
か
ら
自
然
に
導
き
出
さ
れ
る
学
説
で
あ
る。当然、なぜ智雲だけが方便と修 論を問題にするのか いう疑問が生じる。そ で注目したのが勢力を拡大しつつあった馬祖系統の
禅
を
含
む
禅
宗
に
関
す
る
記
述
で
あ
る。
そ
の
論
述
内
容
で
重
要
な
の
は、
禅宗 人師 聖位を得てからの化他行︵特に、未来世に
おける化他
行︶を論じないと批判する点である。これは伝統的な仏教教理という観点から的を得た論難ではあ が、当時の禅宗は、智雲が指摘するよ な教説そのものを否定したから そ革新的であり 圧倒的な支持を獲得したという事実 見逃すことは きない。それ ともあれ、禅宗への対抗意識が一因となって、智雲の方便と修性論 形成されたと考え 。　
天台教学の修性論と言えば、宋代の円融論︵円教の教理に関する
議論︶が想起されるが、本稿で論じたように、唐代の時点では 修行論としての側面も看過できないのである。                                
註
︵
１︶
　
拙
稿﹁
智
雲
撰﹃
妙
経
文
句
私
志
記
﹄
に
お
け
る﹃
法
華
経
﹄
の
分
科
﹂︵﹃
印
度
学
仏教学研究﹄六三│一、二〇一五年︶参照。
智雲撰『妙経文句私志記』における修性論
九三
︵２︶
　
続蔵一│四六・九九丁左上。
︵
３︶
　
拙
稿﹁
﹃
智
雲
撰﹃
妙
経
文
句
私
志
記
﹄
に
お
け
る
権
実
論
﹂︵﹃
大
久
保
良
峻
先
生
還暦記念論文集﹄所収予定︶参照。
︵
４︶
　
四
種
方
便
に
つ
い
て
は、
坂
本
幸
男﹁
地
論
宗
の
方
便
論
に
つ
い
て
﹂︵﹃
大
乗
仏
教
の
研
究
﹄、
大
東
出
版
社、
一
九
八
〇
年
︶
に
詳
し
い。
方
便
の
語
に
つ
い
て、
同
書︵
四
四
二
頁
︶
に、
﹁
方
便
は、
upāya の
訳
語
で
あ
る
が、
upāya は
一
般
的
に
は、
向
っ
て
行
く
こ
と、
近
づ
い
て
行
く
こ
と、
即
ち
方
法・
手
段・
技
巧
等
の
意
味
を
も
っ
た
言
葉
で
あ
る。
こ
れ
は
屡
々
善
い
こ
と、
適
切
な
こ
と、
即
ち
善
巧・
巧
妙・
勝
智
を
意
味
す
る
kau śalya と
結
合
し
て、
upāya-kau śalya と
な
り、
善
巧
方
便・
方
便
善
巧・
方
便
勝
智
な
ど
と
訳
さ
れ、
ま
た
単
に
方
便、
或
い
は
善
権
と
も
訳
さ
れ
て
いる。
﹂とある。
︵
５︶
　
大
正
四
四・
八
四
六
頁
中。
進
趣
方
便
に
つ
い
て、
﹃
法
華
玄
賛
﹄
巻
三
本
に
は、
﹁
所
レ学
有
レ則
曰
レ方
、
随
レ位
修
順
レ宜
曰
レ便
。﹂︵
大
正
三
四
・
六
九
五
頁
上
︶
と
あ
る
。
︵６︶
　
大正四四・八四六頁中。
︵
７︶
　
施
造
︵
施
為
︶
方
便
に
つ
い
て
、﹃
法
華
玄
賛
﹄
巻
三
本
で
は
、﹁
後
智
妙
用
、
能
行
二二
利
一故
名
二方
便
一。﹂︵
大
正
三
四・
六
九
五
頁
上
︶
と
あ
り、
聖
位
の
菩
薩
に
お
け
る
後
得
智
の
妙
用
が、
自
利
利
他
を
行
ず
る
と
す
る。
し
か
し、
﹃
大
乗
義
章
﹄
で
は、
必
ず
し
も
聖
位
の
菩
薩
に
限
定
さ
れ
な
い。
先
ず、
﹃
大
乗
義
章
﹄
で
は、
施
造
方
便
を
教
道︵
教
行
︶・
証
道︵
証
行
︶・
不
住
の
三
種
方
便
に
区
分
す
る。
こ
の
中
の
教
道
︵
教
行
︶
方
便
は、
﹃
大
乗
義
章
﹄
巻
一
五
に、
﹁
於
二世
所
行
一、
巧
能
修
習。
﹂︵
大
正
四
四・
七
六
六
頁
上
︶
と
あ
る
よ
う
に、
菩
薩
が
世
俗
の
所
行
に
お
い
て、
巧
み
に
能
く
修
習
す
る
こ
と
を
意
味
す
る。
﹃
大
乗
義
章
﹄
巻
一
五
で
は、
﹃
菩
薩
地
持
経
﹄
巻
七
︵
大
正
三
〇・
九
三
〇
頁
上
︶
の
記
述
を
典
拠
と
し
て、
教
道︵
教
行
︶
方
便
を、
自
行
の﹁
起
二
内
仏
法
一、
有
二
六
方
便
一。﹂︵
大
正
四
四・
七
六
六
頁
中
︶
と、
化
他
行
の﹁
外
成
二
衆
生
一、
有
二
六
方
便
一。﹂︵
同
上
︶
と
に
分
け
て
解
説
す
る。
前
者
に
つ
い
て、
﹁
起
二
内
六
一
者、
一
悲
心
顧
二
念
一
切
衆
生
一。
⋮⋮
由
下
化
二
衆
生
一
自
成
中
仏
法
上
故、
念
二
衆
生
一
而
得
三
名
為
二
内
起
仏
法
一。﹂︵
同
上
︶
と
あ
り、
凡
位
の
菩
薩
は
悲
心
に
基
づ
い
て
衆
生
を
教
化
し
、
自
ら
の
仏
法
を
成
就
す
る
と
い
う
。
さ
らに
、
第
四
番
目
に
は
、﹁
四依
レ念
二衆
生
一、
捨
二離
生
死
一。
依
レ念
二衆
生
一、
応
レ在
二生
死
一。
何
故
捨
離。
此
是
菩
薩
方
便
故
爾。
云
何
方
便。
依
レ
念
二
衆
生
一、
欲
レ
為
二
済
抜
一、
自
レ我
不
レ
出
二
生
死
之
苦
一、
無
レ
由
二
能
度
一。
故
依
二
願イ頭
念
一、
疾
捨
二
生
死
一。﹂︵
同
上
︶
と
あ
り、
凡
位
の
菩
薩
は
自
身
が
生
死
の
苦
を
出
て
い
な
い
け
れ
ば、
衆
生
を
済
度
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
衆
生
を
念おも
う
か
ら
こ
そ
疾
く
生
死
を
捨
て
る
の
で
あ
る
と
す
る。
︵８︶
　
大正四四・八四六頁中。
︵
９︶
　﹃
法
華
玄
賛
﹄
巻
三
本
で
は、
﹁
利
レ物
有
レ則
曰
レ方、
随
レ時
而
済
名
レ便。
此
体
即
於
二施為中
一出、
更無
二別義
一。﹂︵大正三四・六九五頁中︶とあり、
施造︵施
為︶方便の一つとする。
︵
10︶　
大正三三・七四一頁中。
︵
11︶　
大正三三・七四四頁上。
︵
12︶　
大正三三・七四一頁下。
︵
13︶　
大正三四・四七頁中。
︵
14︶　
大正三四・二〇頁上。
︵
15︶　
続蔵一│四五 七 丁左下～四七五丁右上。
︵
16︶　
大正四六・四
七三頁中。
︵
17︶　
大正四六・七〇三頁中。
︵
18︶　
大正四六・七〇三頁中。
︵
19︶　
大正四六・四七三頁中。
︵
20︶　
大
正
四
六・
三
五
頁
下。
天
台
の
修
行
方
法
に
つ
い
て
は、
松
本
知
己﹁
Ⅱ
　
天
台
の
実
践
論・
Ⅰ
　
止
観
概
説
﹂︵
大
久
保
良
峻
編
著﹃
天
台
学
探
尋
﹄
所
収、
法
藏
館、
二〇一四年︶参照。
︵
21︶　
大正四六・三五頁下。
︵
22︶　
大正四六・二五二頁中。
︵
23︶　
大正四六・三五頁下。
︵
24︶　
大正四六・一〇〇頁上。
︵
25︶　
大正四六・三八七頁上。
︵
26︶　
続蔵一│二八 九丁左下。
九四
︵
27︶　
大正三三・六九八頁中。
︵
28︶　
大正三三・七四 頁下。
︵
29︶　
大正三三・七四九頁下。
      
︵
30︶　
湛然の﹃法華玄義釈籤﹄巻一四には、
﹁一期縦横、
不
レ出
二一念三千世間、
即
空
仮
中
一。
理
境、
乃
至、
利
益
咸
爾、
則
止
観
十
乗、
成
二今
自
行
因
果
一、
起
教
一
章、
成
二
今
化
他
能
所
一。﹂︵
大
正
三
三・
九
一
八
頁
上
︶
と
あ
る。
釈
尊
一
期
の
教
化
は
縦
横
無
礙
で
あ
る
が、
衆
生
に
お
け
る
一
念
の
三
千
世
間
が
三
諦
円
融
で
あ
る
こ
と
に
行
き
つ
く。
迹
門
十
妙
の
第
一
境
妙
～
第
十
利
益
妙
は、
す
べ
て
そ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら、
﹃
摩
訶
止
観
﹄
の
十
乗
観
法
は、
﹃
法
華
玄
義
﹄
の
自
行
因
果
を
成
就
す
る
修
行
で
あ
り、
﹃
摩
訶
止
観
﹄
の
第
九
起
教
章
は、
﹃
法
華
玄
義
﹄
の
化
他
能
所
を
成
就
する 行であるという。
︵
31︶　
大正三四・三九頁中。
︵
32︶　
続
蔵
一
│
四
六
・
九
八
丁
左
下
。
引
用
中
の
﹁
体
性
﹂
は
、﹃
妙
経
文
句
私
志
記
﹄
巻
一
一
に
、﹁
凡
聖
即
十
界
。
性
謂
二理
体
一。
十
界
体
性
必
三
諦
。
諦境
必
智
。﹂︵
続
蔵
一
│
四
六
・
一
二
一
丁
左
上
︶
と
あ
り
、
仏
智
の
対
象
と
し
て
の
三
諦
円
融
を
意
味
す
る
。
︵
33︶　
大正三三・七九四頁中。
︵
34︶　
大
正
三
三
・
七
八
〇
頁
上
。
こ
の
喩
え
は
明
宗
段
︵
七
九
四
頁
中
︶
に
も
確
認
で
き
る
。
︵
35︶　
大正三三・七九四頁中。
︵
36︶　
続蔵一│四六 一五五丁右上。註︵
60︶に続く箇所である。
︵
37︶　
大正三四・三九頁中。
︵
38︶　
続蔵一│四六 九 丁右上。
︵
39︶　
大
正
三
四・
三
七
頁
下。
権
実
の
十
法
が
持
つ
役
割
に
つ
い
て、
坂
本
幸
男﹃
大
乗
仏
教
の
研
究
﹄︵
大
東
出
版
社、
一
九
八
〇
年、
二
三
三
頁
～
二
三
五
頁
︶
に
概
説
が
あ
る。
註︵
40︶
の
如
く、
前
五
法
は
行
者
の
自
行、
後
五
法
は
行
者
が
聖
位
を
得
て
からの化他行に対応している。
︵
40︶　
続蔵一│四六・九三丁右下。
︵
41︶　
大正三四・四〇頁下。
︵
42︶　
続蔵一│四六 一 丁右上下。
︵
43︶　﹃
法
華
玄
義
﹄
巻
九
下
に
は、
﹁
何
者、
初
住
見
レ
真、
以
レ
真
為
レ
因。
住
前
相
似、
非
二
是
真
因
一。﹂︵
大
正
三
三・
七
九
六
頁
上
︶
と
あ
り、
相
似
即
は
真
因
の
位
で
は
ないとする。
︵
44︶　
先
ず
、
五
重
玄
義
の
﹁
用
﹂に
つ
い
て
、﹃
法
華
玄
義
﹄
巻
九
下
に
は
、﹁
大
章
第
四
明
レ用
者
、
用
是
如
来
之
妙
能
、
此
経
之
勝
用
。
如
来
以
二権
実
二
智
一為
二妙
能
一、
此
経
以
二断
疑
生
信
一為
二勝
用
一。﹂︵
大
正
三
四
・
七
九
六
頁
下
︶
と
あ
る
。
次
に
、
宗
と
用の
関
係
に
つ
い
て
、﹃
法
華
玄
義
﹄
巻
九
下
に
は
、﹁
宗
用
者
、
因
果
是
宗
、
因
果
各
有
二断
・
伏
一為
レ用
。
用
有
レ宗
者
、
慈
悲
為
二用
宗
一、
断
疑
生
信
為
二用
用
一。
若
論
二
於
宗
一、
且
置
二
断・
伏
一、
但
論
二
因
果
一。
今
明
二
於
用
一、
但
論
二
断
疑
生
信
一、
且
置
二慈悲
一。﹂︵同上︶とある。
﹁宗の用﹂とは、
修行の因果が﹁宗﹂であり、
菩
薩
が
煩
悩
を
断・
伏
す
る
働
き
を
自
行
の﹁
用
﹂
と
す
る。
化
他
行
の﹁
用
﹂
に
中
心
と
な
る
も
の︵
宗むね
︶
が
有
る
な
ら
ば、
慈
悲
を﹁
用
の
宗むね
﹂
と
し、
分
真
即
と
究
竟
即
が
衆
生
に
断
疑
生
信
さ
せ
る
こ
と
を﹁
用
の
用
﹂
と
す
る。
そ
し
て、
﹁
宗
﹂
に
つ
い
て
は
修
行
の
因
果、
﹁
用
﹂
に
つ
い
て
は
断
疑
生
信
を
論
じ
る
と
す
る。
本
論
の
中、
宗
と
し
て
の
自
行
因
果
と
は﹁
宗
の
用
﹂
の
こ
と
で
あ
る。
﹁
宗
﹂
は、
分
真
即
と
い
う
因
と、
究
竟
即
と
い
う
果
で
あ
り、
﹁
用
﹂
は、
無
明
を
断・
伏
し
て、
因
か
ら
果
へ
と
進
趣
す
る︵
増
道
損
生
︶
と
い
う
方
便
智
①︵
権
実
二
智
︶
の
働
き
で
あ
る。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に、
用
と
し
て
の
化
他
行
を
衆
生
に
施
す
と
考
え
ら
れ
る。
つ
ま
り、
﹁
用
の
宗むね
﹂
で
あ
る
慈
悲
と、
方
便
智
②︵
権
実
二
智
︶
に
基
づ
い
て、
衆
生
を
断
疑
生
信
さ
せ
る
と
い
う﹁
用
の
用
﹂
を
施
す
の
で
あ
る。
方
便
智
①
と
②
に
関
連
し
て、
﹃
妙
経
文
句
私
志
記
﹄
巻
一
一
に
は、
﹁
前
明
二
因
智
一、
以
歎
レ
権
故
云
レ
門。
此
就
二
果
用
一、
次
︵ママ︶
歎
レ
権
故
云
二
種
種
等
一
也。
前
即
是
因
果、
此
則
体
用。
因
果
是
自
行、
体
用
是
化
他。
雖
レ有
二十
双
一、
此
二
摂
尽。
﹂︵
続
蔵
一
│
四
六・
一
〇
八
丁
右
下
︶
と
あ
る。
仏
智
の
働
き
に
つ
い
て、
智
雲
は﹃
法
華
文
句
﹄
の
諸
仏
権
実︵
大
正
三
四・
四
〇
頁
下
︶
と、
釈
迦
権
実︵
四
一
頁
中
︶
と
を
対
比
す
る
形
で
論
述
し、
因
果・
自
行
と、
体
用・
化
他
行
と
に
区
分
し
て
解
説
す
る。
す
な
わ
ち、
方
便
智
①
は、
果︵
実
︶
の
究
竟
即
が
持
つ
真
実
智
に
対
し
て、
因︵
権
︶
の
分
真
即
が
持
つ
智
慧
で
あ
り、
究
竟
即
に
進
趣
す
る
と
い
う
働
き
が
あ
る︵
進
趣
方
便
︶。
一
方、
方
便
智雲撰『妙経文句私志記』における修性論
九五
智
②
は、
分
真
即
と
究
竟
即
が
持
つ
智
慧
で
あ
り、
体︵
実
︶
と
し
て
の
三
諦
円
融
を
知
る
と
い
う
働
き
の
真
実
智
に
対
し
て、
衆
生
に
用︵
権
︶
と
し
て
の
化
他
行
を
起
こ
す
智
慧︵
権
巧
方
便
︶
で
あ
る。
従
っ
て、
円
因
の
第
一
義︵
別
論、
専
約
レ
修
︶
に
お
け
る
方
便
智
は
①
と
②
を
意
味
す
る。
ま
た、
円
因
の
第
二
義︵
通
論、
約
二
顕
性
一︶
に
お
け
る
方
便
智
③
は、
真
実
智
と
相
即
す
る
方
便
智︵
権
実
二
智
の
権
智
︶
で
あ
り、
諸
法︵
権
実
二
法
︶
の
本
来
的
な
性
質︵
三
諦
円
融
︶
を
体
得
す
る
と
い
う
働
き
を
持
つ。
つ
ま
り、
﹁
自
行
方
便
﹂
の﹁
自
行
﹂︵
分
真
即
と
究
竟
即
︶
に
共
通
す
る
の
は
方
便
智
②
と
③
で
あ
り、
別
論︵
約
レ
用
約
レ
修
︶
で
は
方
便
智
②、
通
論︵
約
二顕
性
一︶
で
は
方
便
智
③
の
働
き
が
重
要
で
あ
る。
円
因
の
二
義
に
お
け
る﹁
自
行
﹂
︵
行
為
の
主
体
︶
と
、﹁方
便
﹂︵
方
便
智
①
②
③
︶
と
を
整
理
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
［円因の二義］
﹁自行﹂
﹁方便﹂
第一義︵別論、専約
レ修︶
分真即︵一部、相似即を含む︶
①、②
第二義︵通論、約
二顕性
一︶
分真即と究意即
③
　　
※
 註
︵
47︶
の
別
論︵
約
レ
用
約
レ
修
︶
に
お
け
る﹁
自
行
﹂
は、
分
真
即
と
究
意
即
であり、
﹁方便﹂は方便智②を意味する。
︵
45︶　
大正三四・四〇頁上。
︵
46︶　﹃
妙
経文
句
私志
記
﹄
巻
一
〇
に
、﹁自
妙
達
、
即依
二妙教
一解
二妙
理
一、
修
二妙
行
一
会
二妙
体
一也。
令
二他
妙
達
一、
即
依
二自
妙
体
一而
為
レ他
説、
令
三他
会
二自
体
一也。
﹂
︵
続
蔵
一
│
四
六・
八
四
丁
右
上
︶
と
あ
る
の
を
指
す。
﹁
両
義
﹂
と
は、
一
つ
は、
分
真
即
と
究
竟
即
が
自
ら
三
諦
円
融
と
相
即
す
る
こ
と
で
あ
り、
も
う
一
つ
は、
権
巧
方
便
に
基
い
て
衆
生
の
機
根
を
整
え
て、
﹃
法
華
経
﹄
に
お
い
て、
聴
衆
に
三
諦
円
融
を
体得させる︵自行方便・開権顕実︶ことを意味する。
︵
47︶　
続蔵一│四六・一〇一丁左上。
︵
48︶　
註︵２︶
。
︵
49︶　
大正九・五頁下。
︵
50︶　
大正三四・四二
︵
51︶　
続蔵一│四六 一一六丁右上。
︵
52︶　
続蔵一│四六・一一六丁左上下。
︵
53︶　
続蔵一│四六・一一六丁左下。
︵
54︶　
続
蔵
一
│
四
六・
八
三
丁
左
下。
﹃
法
華
文
句
﹄
巻
三
上
に、
﹁
方
者
秘
也。
便
者
妙
也。妙
二達於方
一、即是真秘。
﹂︵大正三四・三六頁中︶とある。
︵
55︶　
続蔵一│四六・一一七丁右上。
︵
56︶　
続蔵一│四六・一五四丁左上下。
︵
57︶　
神
会
の
座
禅
否
定
に
つ
い
て
は、
伊
吹
敦﹁
敦
煌
本﹃
壇
経
﹄
の
形
成
│
恵
能
の
原
思
想
と
神
会
派
の
展
開
│
﹂︵﹃
論
叢
　
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
﹄
四、
一
九
九
五
年、
一
二
六
頁
～
一
三
〇
頁
︶、
小
川
隆﹃
神
会
　
敦
煌
文
献
と
初
期
の
禅
宗
史
﹄︵
臨
川
書
店、
二
〇
〇
七
年、
一
一
三
頁
～
一
一
四
頁
︶
参
照。
馬
祖
禅
の
思
想
は、
小
川
隆
﹃
語
録
の
思
想
史
﹄︵
岩
波
書
店、
二
〇
一
一
年、
六
四
頁
～
六
八
頁
︶
参
照。
尚、
紙
数が尽きたので第一次資料を割愛した。
︵
58︶　
智
雲
が
教
観
二
門
の
重
視
と
い
う
観
点
か
ら、
禅
宗
を
批
判
す
る
こ
と
に
つ
い
て、
拙
稿﹁
智
雲
撰﹃
妙
経
文
句
私
志
記
﹂
の
四
種
釈
に
つ
い
て
│
湛
然
撰﹃
法
華
文
句
記
﹄
と
の
対
比
を
中
心
に
│
﹂︵﹃
東
洋
の
思
想
と
宗
教
﹄
三
一、
二
〇
一
四
年
︶
参
照。
智
雲
は、
天
台
の
教
判
に
基
づ
く
修
行
だ
け
を
容
認
す
る
の
で
あ
る
か
ら、
必
然
的に他宗の修行は本性を理解していない立場となる。
︵
59︶　
大
正
九・
八
頁
中。
﹁
諸
法
従
レ本
来、
常
自
寂
滅
相。
﹂
と
い
う
経
文
に
続
く
箇
所
である。
︵
60︶　
続蔵一│四六・一五五丁右上。
︵
61︶　
註︵２︶
。
                                
